


















































































































発達障害と考えられる児童 6.3％ 4.4％ 3.4％
LDと考えられる児童 4.5％ 2.9％ 1.5％
ADHDと考えられる児童 2.5％ 2.7％ 1.1％
高機能自閉症と考え
られる児童 0.8％ 0.9％ 0.8％
表１　発達障害があると考えられる児童数
学年 児童数（人）
LD ADHD 高機能自閉症 発達障害全体
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
１年 3,760 35 0.9％ 42 1.1％ 35 0.9％ 112 3.0％
２年 2,917 59 2.0％ 30 1.0％ 32 1.1％ 121 4.1％
３年 3,391 48 1.4％ 48 1.4％ 34 1.0％ 130 3.8％
４年 2,960 62 2.1％ 26 0.9％ 21 0.7％ 109 3.7％
５年 3,596 54 1.5％ 32 0.9％ 20 0.6％ 106 2.9％
６年 3,650 53 1.5％ 35 1.0％ 25 0.7％ 113 3.1％
合計 20,274 311 1.5％ 213 1.1％ 167 0.8％ 691 3.4％
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